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健康づくりシリーズ

※ お問合せの際は基礎年金番号がわかるものをご
用意ください、
※ 月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に
午後7:00まで相談をお受けします。
※ 祝日（第2土曜日を除く）、1 2月2 9日～1月3日は
ご利用いただけません。

電話相談「きぼうホットライン」
　相談して３４－５５６０（みよーこころマル）
　毎週水曜日午前１０時～午後５時
対面相談
　場所：えぽか
　毎週水曜日午前１０時～午後４時３０分
　※ 事前にえぽか（６３－２７８０）に予約して
ください。

◆問い合わせ先
　保健課（えぽか内） ☎63－2780

《前期高齢者負担区分》

一般、低所得Ⅰ、低所得Ⅱの方が
1割または2割負担となります。

昭和19年4月1日までに生まれた方

1割

70歳到達月の翌月（1日生まれの
方は到達月）より1割

3月下旬に国民健康保険高齢受給
者証を郵送します

昭和19年4月2日以降に生まれた方

2割

70歳到達月の翌月（1日生まれの
方は到達月）より2割

70歳到達月（1日生まれの方は到
達月の前月）の下旬に国民健康保
険高齢受給者証を郵送します

国民年金保険料専用ダイヤル（ナビダイヤル）
０５７０－０１１－０５０
０５０から始まる電話でおかけになる場合は
０３－６７３１－２０１５
＜受付時間＞ 月曜日午前8:30～午後7:00
火～金曜日午前8:30～午後5:15
第２土曜日午前9:30～午後4:00

３月23日㈰に電話相談「休日きぼうホットライン」
と対面相談窓口を開設します。
・心の悩みや不安などがある方
・家族や近所の人の性格や行動などが心配な方
・アルコールや薬物などで困っている方など
専門のスタッフが相談をお受けいたします。相談
は無料。秘密は厳守します

後納制度の申込み・納付書の再々発行のお問い合わせは

年
金
の
納
付
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

制
度
改
正
に
伴
い
、
４
月
か
ら

70
〜
74
歳
ま
で
の
被
保
険
者
の
方

の
自
己
負
担
割
合
が
変
更
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
昭
和
19
年
４
月

１
日
生
ま
れ
ま
で
の
方
は
、
こ
れ

ま
で
通
り「
１
割
」に
据
え
置
か
れ

ま
す
。（
現
役
並
み
所
得
世
帯
は
除

く
）

　

一
部
負
担
割
合
変
更
の
対
象
と

な
る
方
は
、
昭
和
19
年
４
月
２
日

以
降
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
方

で
、
70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
そ
の
月
）か
ら

「
２
割
」と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
１
割
」・「
２
割
」い
ず

れ
の
場
合
で
も
、
新
た
に
国
民
健

康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
医
療
機
関
な
ど
に
行

か
れ
る
際
は
、
該
当
月
よ
り
保
険

証
と
合
わ
せ
て
ご
提
示
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　
（
内
線
１
２
５
〜
１
２
７
）

後
納
制
度
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や

せ
ま
す

　

後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に
納

め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ

た
方
は
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
年
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き
る

期
限
は
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
お
早
め
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。

納
付
書
の
使
用
期
限
に
ご
注
意

　

す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま
れ

た
方
で
、
平
成
16
年
４
月
以
降
分
の

後
納
保
険
料
の
納
付
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
使

用
期
限（
平
成
26
年
３
月
31
日
）ま
で

に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付
で

き
な
か
っ
た
方
が
、
平
成
26
年
４
月

以
降
に
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
新
た
な
加
算
額
に
よ
る
納
付
書

を
発
行
し
ま
す
の
で「
国
民
年
金
保

険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」ま
た
は
お
近

く
の
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

　

自
殺
と
聞
い
て「
自
分
と
は
関

係
の
な
い
話
」と
感
じ
る
人
が
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
全
国
の
自
殺
者
数
は
３
万

人
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
未
だ
に

高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

福
島
県
で
も
平
成
10
年
以
降
14
年

連
続
し
て
年
間
５
０
０
人
を
超
え

る
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
殺
未
遂
者
は
さ
ら
に
10
倍
は
い

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
誰
に

と
っ
て
も
無
関
係
と
は
い
え
な
い

問
題
で
す
。

自
殺
と
心
の
病
気
の
関
係

　

自
殺
者
の
大
多
数（
９
割
以
上
）

が
自
殺
前
に
何
ら
か
の
心
の
病
気

に
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も「
う

つ
病
」や「
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
」は
自
殺
に

結
び
つ
き
や
す

い
こ
と
が
読

み
取
れ
ま
す
。

自
殺
予
防
の
十
箇
条

　

次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
が
数
多
く

見
ら
れ
る
場
合
は
で
き
る
だ
け
早

く
専
門
機
関
へ
の
受
診
を
す
す
め

ま
し
ょ
う
。

〇
う
つ
病
の
症
状
を
気
に
す
る

〇 

原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
続

く
〇
酒
量
が
増
す

〇
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

〇 

仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、

大
き
な
失
敗
を
す
る
、
職
を
失

う
〇 

職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得

ら
れ
な
い

〇 

本
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の

を
失
う

〇
重
症
の
身
体
の
病
気
に
か
か
る

〇
自
殺
を
口
に
す
る

〇
自
殺
未
遂
に
お
よ
ぶ

金
年
保
国

り
よ
だ

り
よ
だ

K
O
K
U
H
O
D
A
Y
O
R
I

国
保
高
齢
受
給
者
の

一
部
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

自
殺
予
防
に「
笑
い
」を

図：自殺と病歴の関係

診断なし
4.0％

気分障害
（主にうつ病）
30.5％

統合失調症
13.8％

物質関連障害
（アルコール依存症など）

17.1％

パーソナリティ障害
12.3％

その他の診断
22.3％

　

2
月
9
日
、
え
ぽ
か

で『
自
殺
予
防
』に
関
連
し

て
い
る
心
の
病
に
つ
い
て

（
特
に
う
つ
病
に
つ
い
て
）

知
識
を
深
め
る「
笑
っ
て

学
ぶ
心
の
健
康
づ
く
り
講

演
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
を
中
心
に
活
動

し
て
い
る
お
笑
い
タ
レ
ン

ト
集
団「
み
ち
の
く
ボ
ン

ガ
ー
ズ
」の
メ
ン
バ
ー
６

人
が
出
演
し
、
コ
ン
ト
を

交
え
な
が
ら
、

う
つ
病
と
自
殺
予
防
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
訪
れ
た
約

1
5
0
人
の
皆
さ
ん
は
、

笑
い
な
が
ら
、
自
殺
予
防

に
つ
い
て
詳
し
く
学
ん
で

い
ま
し
た
。


